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産業イノベーション人材育成等に資する高等学校等教育改革促進事業

2040 年を見据えた新たな高等学校教育の在り方を示す「高校教育改革に関する

基本方針（グランドデザイン）～2040 年に向けた「N-E.X.T.（ネクスト）ハイス

クール構想」～」の確実な実装を図るため、各都道府県において今後本格化す

る「高等学校教育改革実行計画」の策定や推進に先立ち、教育内容の抜本的改

革と、それを可能にする環境整備を一体的に行う改革を先導する拠点を先行し

て創設し、その取組・成果を地域全体へ普及させるパイロットケースを構築す

る。（文部科学省ホームページより抜粋）
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採択事業の概要①
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●事業全体のイメージ



採択事業の概要②
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●事業目的

・専門分野を超えて、課題解決に向けた横断的・実践的な学びの充実を図る拠

点校として、学科・学校を越えた生徒及び地元企業等が集まり、ＰＢＬ（課

題解決型学習）を中心としたキャリア教育・起業家教育、即戦力となる知識

や技術の醸成など、【地域発のイノベーション】で地域の産業変革を支える

産業人材を育成する。



採択事業の概要③
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●事業概要

・５科一括募集をはじめとする学科横断ＳＴＥＡＭ型学習による多角的な視点

を備えた技術者育成

・筑波大・山海教授と連携したサイバニクスフィジカルＡＩ教育の推進

・半導体設計等の高度な開発環境を駆使した産学官連携の最先端テクノロジー

の実践

・異校種の高校生や企業も参画し、様々なアイデアを出し合いながら、新たな

ビジネスプランを創造するアントレプレナーシップ教育（起業家精神教育）

及び探究学習の実践



採択事業の概要④
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●計画施設で実施する教育内容

・計画施設（ラボ）は、企業等ワーキングスペース、ラボ・ミーティングスペース、

オープンスタディスペース、スタディテラスの屋内外４エリアを備える。

＜企業等ワーキングスペース＞

・企業が抱えるリアルな開発課題をテーマに、授業や放課後にプロのエンジニ

アと生徒が直接議論する「合同ミーティング」の場として利用し、実践的Ｐ

ＢＬ（課題解決型学習）を実施する・・・（Ａ）

・５学科生徒（機械・電気・電子機械・工業化学・設備システム）の学科横断

型プロジェクト（異なる学科の生徒で協力し、課題解決する学習）の「ミー

ティング」の場として利用し、幅広い教養と科学的思考力を養う・・・（Ｂ）

・（Ａ）、（Ｂ）において、機械設備を活用したアイデアを形にする場として

利用する。

・高校生が先生役となり、小中学生にものづくりの楽しさを伝えることで、地

域全体の産業教育の裾野を広げるための「ものづくり教室」等を定期開催



採択事業の概要⑤

7

＜ラボ・ミーティングスペース＞

・筑波大・山海教授と連携したサイバニクスフィジカルＡＩ教育（ＡＩとロボ

ット・センサーなどの技術を組み合わせて学びを高度化する教育）等、世界

レベルの最先端テクノロジーの実践や探究学習の場として利用

・企業等ワーキングスペースのサブスペースとしての利用

＜オープンスタディスペース・スタディテラス＞

・個人・グループに合わせて使用できる机を配置し、探究学習（における調査

活動、議論、企画作成等）や座学での授業、放課後等の自己学習や補習での

利用

・オープンスタディスペースについては、（Ａ）や（Ｂ）のサブスペースとし

ての利用

＜他校生徒の利用＞

放課後を中心に各スペースでの取組や自己学習のため、他校生徒が利用



計画施設の概要（敷地概要）

●敷地位置

岡山市中区土田290-1

●区域区分

市街化区域

●用途地域等

第一種低層住居専用地域

●敷地面積

50,420㎡
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計画地（県立東岡山工業高校）

東岡山駅

県立岡山聾学校

N

県立岡山東支援学校



計画施設の概要（建物配置図）
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計画施設の概要

●工事種別、建築物の構造・規模

新築、鉄骨造、地上１階、500㎡程度

●主な必要諸室

企業等ワーキングスペース、ラボ・ミーティングスペース、オープンスタ

   ディースペース、スタディテラス、控室１（管理室）、控室２（企業関係者

    が使用）、便所等
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計画施設の概要

●主な要求事項

区 分 内 容

建物コンセプト

・生徒達が立ち寄りたくなる居心地の良いオープンカフェのような
洗練された空間のもと、ＰＢＬ（課題解決型学習）や学科横断型
プロジェクト等の学びの場として、発想力や創造力を高めること
ができる開放的な空間であること。
また、企業等と連携した次世代のリーダー（アトツギ）を生み出
す場として、企業等や自校・他校生徒との自由な交流が推進され
る開放的な空間であること。
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計画施設の概要

●主な要求事項

区 分 内 容

ラボ

・構造上可能であれば、室内は無柱空間とすること。
・講演や発表等での使用では100名程度の収容人数を想定している。
・建物内にはモニター・スピーカーを配置し、使用用途に合わせて音響・
映像のゾーン可変制御を可能とすること。

・夏季の暑さ対策に配慮すること。
・天井は高さ確保及び構造物学習の観点から構造材表しとすること。
・企業等ワーキングスペース・ラボ・ミーティングスペースは、機械設
備の設置を想定している。

・企業等ワーキングスペースの北側機材搬入口は、間口５ｍ程度で両引き戸
とすること。（高さはできるだけ高くすること。）

・ラボ・ミーティングスペースは、透明な間仕切り壁で囲った独立した空間
（施錠可）とすること。

・南北壁面については、採光の観点から可能な限り大きなガラス窓を設置す
ること。

12



計画施設の概要

●主な要求事項（続き）

区 分 内 容

スタディテラス
・ラボ南側の有朋会館との間にスタディテラス（屋根（透明）付
き）を設置すること。

渡り廊下

・ラボから武道館出入口までの動線確保のため、体育館北側沿い
に屋根付き渡り廊下を新設すること。

・体育館南東側出入口から武道場出入口までについても屋根付き渡
り廊下を新設すること。

・ラボ入口に向けて既存スロープに並行してスロープを拡幅新設
する。
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計画施設の概要（平面図イメージ）
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